
飯塚市奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例を制定し、ここに公布する。 

令和8年9月30日 

飯塚市長  武 井 政 一 

 

飯塚市条例第26号 



飯塚市奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例 

飯塚市奨学資金貸付基金条例(平成18年飯塚市条例第62号)の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

(奨学生の資格) (奨学生の資格) 

第5条 奨学資金の貸付けを受ける者(以下「奨学生」という。)は、

次に掲げる要件を備えていなければならない。 

第5条 奨学資金の貸付けを受ける者(以下「奨学生」という。)は、

次に掲げる要件を備えていなければならない。 

(1) (略) (1) (略) 

(2) 高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学及び大学(以

下「高等学校等」という。)に在学する者又は入学を予定する者

であること。 

(2) 高等学校(私立)、高等専門学校、専修学校、短期大学及び

大学(以下「高等学校等」という。)に在学する者又は入学を予

定する者であること。 

(3)・(4) (略) (3)・(4) (略) 

(奨学資金の返還の免除) (奨学資金の返還の免除) 

第13条 奨学生又は奨学生であった者が、次に該当するときは、奨

学資金の全部又は一部の返還を免除することができる。 

第13条 奨学生又は奨学生であった者が、次に該当するときは、奨

学資金の全部又は一部の返還を免除することができる。 

(1)・(2) (略) (1)・(2) (略) 

(3) 卒業後に市内に居住するとき。  (3) 卒業後に市内に居住するとき。 

(4) 前号に規定する期間において、飯塚市中小企業振興基本条

例(平成28年飯塚市条例第15号)第2条第1号の中小企業者若し

くは飯塚市中小企業振興基本条例第2条第2号の小規模企業者

が市内に有する事務所若しくは事業所に期間の定めのない労

働契約に基づき就業しているとき又は独立して自ら市内で事

 



業を営んでいるとき。 

(5) 前各号に掲げる場合のほか、特別の事情があるとき。 (4) 前3号に掲げる場合のほか、特別の事情があるとき。 

別表(第6条、第11条関係) 別表(第6条、第11条関係) 

区分 貸付月額 毎年度新規貸付

人員 

返還期間 

高等学校 15,000円20人以内 7年6月 

高等専門学校 15,000円 10年 

専修学校 30,000円25人以内 5年 

短期大学(国・公

立) 

30,000円 5年 

短期大学(私立) 45,000円 7年6月 

大学(国・公立) 30,000円 10年 

大学(私立) 45,000円 15年 
 

区分 貸付月額 毎年度新規貸付

人員 

返還期間 

高等学校(私立) 15,000円10人以内 7年6月 

高等専門学校 15,000円 10年 

専修学校 30,000円20人以内 5年 

短期大学(国・公

立) 

30,000円 5年 

短期大学(私立) 45,000円 7年6月 

大学(国・公立) 30,000円 10年 

大学(私立) 45,000円 15年 
 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例による改正後の飯塚市奨学資金貸付基金条例第5条第2号、第13条第4号及び別表の規定は、令和9年度以後の奨学資金の貸付け

(飯塚市奨学資金貸付基金条例(平成18年飯塚市条例第62号)第7条第2項の規定を適用し、令和8年度中に奨学資金の貸付けを受ける場合

を含む。)について適用し、令和8年度までの奨学資金の貸付けについては、なお従前の例による。 


